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一 般 質 問 一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ りの し ろ 市 議 会 だ よ り

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
等

○
移
住
定
住
者
向
け
市
職
員
採
用
の
情
報
発
信

○
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
推
進

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
今
後
増
加
す
る
外
国
人
へ
の
災
害
時
の
支
援
は

○
市
内
の
風
力
発
電
施
設
の
点
検
状
況
は

○
風
車
ブ
レ
ー
ド
落
下
事
故
の
市
内
へ
の
影
響
は

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
三
菱
商
事
洋
上
風
力
株
式
会
社
の
動
向

○
県
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
金

○
市
内
３
病
院
と
医
療
連
携

そ
の
他
の
質
問
事
項

高
校
の
魅
力
化
推
進

質
　
能
代
山
本
地
域
は
地
区
外
へ
の
中
学
卒
業
生
の
流
出
が

多
く
、
市
内
の
高
校
の
定
員
割
れ
が
深
刻
で
あ
る
が
、
高
校

の
魅
力
化
を
推
進
す
る
た
め
に
地
域
と
の
協
議
の
場
を
設
け

る
考
え
は
。

答
　
高
校
の
魅
力
化
の
推
進
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
据

え
た
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
市
内
高
校
の

生
徒
数
の
増
加
、
地
域
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
人
口
減
少
対

策
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
内
高
校
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
地
域
と
連
携
し
た
協
議
の
場
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

地
域
み
ら
い
留
学
へ
の
参
画

質
　
市
内
の
高
校
の
存
続
に
は
地
区
外
か
ら
の
入
学
者
増
が

重
要
。
地
方
の
魅
力
あ
る
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
中
学

生
と
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
公
立
高
校
と
の
出
会
い
が

生
み
出
す
地
域
み
ら
い
留
学
に
参
画
す
る
考
え
は
。

答
　
本
市
で
も
参
画
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い

る
が
、
留
学
先
に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
他
地
域
と
差
別
化

を
図
る
必
要
性
が
あ
り
、
生
徒
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
も

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
で
は
、
第
３
期

の
し
ろ
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
教
育
に
よ
る
人
づ
く
り
、

つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
課
題
を
整
理
し
、

地
域
み
ら
い
留
学
へ
の
参
画
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木
健
太
県
政
と
連
携
を
強
化
す
る
考
え
は

質
　
新
知
事
は
、
人
口
減
少
対
策
や
西
高
跡
地
に
整
備
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
業
団
地
整
備
事
業
等
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
、
企
業
誘
致
な
ど
の
産
業
振
興
の
推

進
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
が
、
市
の
取
組
は
。

答
　
知
事
が
掲
げ
た
「
実
効
性
の
あ
る
人
口
減
少
対
策
の
推

進
」
や
「
持
続
可
能
性
を
基
盤
と
し
た
稼
ぐ
力
の
向
上
」
等

の
重
点
事
項
に
つ
い
て
は
、
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
対
策
、
産
業
振
興
策
等
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
県
と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
連
携
を
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

学
校
外
で
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
行
動
は

質
　
防
災
教
育
の
充
実
は
児
童
生
徒
が
災
害
時
に
家
族
や
近

所
の
住
民
の
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
児
童
生
徒
が

外
出
時
や
休
日
な
ど
の
在
宅
時
の
対
応
を
家
族
と
話
し
合
う

機
会
や
き
っ
か
け
を
つ
く
る
考
え
は
。

答
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
防
災
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
校
に

配
付
し
、
家
族
と
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
各
校
で
は
、
日
常
的
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
場
を

設
け
、
授
業
の
中
で
、
家
族
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
す

る
活
動
を
取
り
入
れ
た
実
践
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、

学
校
の
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
が
家
族
と
一
緒

に
防
災
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
く
。

秋
田
市
の
陸
上
風
力
ブ
レ
ー
ド
破
損
事
故

質
　
エ
ネ
ル
コ
ン
社
製
の
Ｅ
82
の
破
損
事
故
は
、
過
去
に
も

平
成
22
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
４
件
あ
り
、
全
て
損
傷
要
因

は
落
雷
と
な
っ
て
い
る
。
製
造
品
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
リ
コ
ー
ル
に
当
た
ら
な
い
の
か
。

答
　
事
故
検
証
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会
に
風

車
メ
ー
カ
ー
の
エ
ネ
ル
コ
ン
社
も
参
加
し
、
事
故
原
因
の
究

明
に
努
め
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。
原
因
究
明
が
進
み
、
そ

の
検
証
結
果
に
応
じ
て
、
国
に
お
い
て
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

北
高
跡
地
利
活
用

質
　
能
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
に
お
い
て
、
北
高
跡
地

の
利
活
用
は
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
方
針

が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
施
設
を
整
備
す
る
場
合

に
は
、
子
育
て
支
援
や
市
民
交
流
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能

等
を
核
と
し
た
複
合
施
設
と
し
、
既
存
施
設
の
統
廃
合
・
再

編
等
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
と
整
理
し
て
い
る
。
一

方
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
面
は
現
状
の
ま

ま
市
民
の
活
動
の
場
や
中
心
市
街
地
の
多
目
的
に
活
用
で
き

る
空
間
と
し
て
の
活
用
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
生
活
圏
内
の
風
車
の
稼
働
は
や
め
る
べ
き
で
は

○
全
職
員
を
対
象
に
性
教
育
講
座
を
実
施
し
て
は

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
指
定
管
理
者
か
ら
の
修
繕
要
望
へ
の
対
応
は

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
地
方
創
生
交
付
金
で
水
素
ラ
ボ
の
建
設
は

○
七
座
山
の
麓
に
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
の
検
討
を

○
平
賀
源
内
協
力
の
加
護
山
製
錬
所
の
宣
伝
を

そ
の
他
の
質
問
事
項

観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
一
体
の
推
進
体
制

質
　
観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
一
体
で
推
進
す
る
た
め
に
、

観
光
部
門
を
束
ね
る
組
織
再
編
や
庁
内
連
携
強
化
の
考
え
は

あ
る
か
。

答
　
複
数
の
行
政
分
野
に
ま
た
が
る
課
題
等
に
対
し
て
は
、

現
行
の
組
織
体
制
の
下
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
部
局
横
断
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
観
光
部
門
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
部
門

も
同
様
に
対
応
し
て
い
る
。
本
市
の
組
織
体
制
は
、
そ
の

時
々
の
行
政
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
常
に
見
直
し
を
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く

中
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
望
ま
し
い
の
か
検
討
し
て
い
く
。

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
維
持
管
理

質
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
中
核
的
活
用
へ
向
け
、
現
場
の
声
を

踏
ま
え
た
設
備
更
新
と
予
算
確
保
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
要
望
は
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
図
る
上
で
、
施
設
を
適
正
か
つ
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
の
要
望
と
受
け
止
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
同
協
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
利
用
者
等
の
安
全
性
を
第
一
に
考
え
、
緊
急

性
や
必
要
性
を
考
慮
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
た
修
繕
を
行
う
。

器
具
等
の
要
望
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
競
技
に
対
す
る
関
心

や
必
要
性
の
ほ
か
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
等
費
用
の
無
償
化

質
　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
修
学
旅
行
等
費
用
の
積
立
て
が

家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
の
義
務
教
育
は
無
償

に
基
づ
い
て
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に
続
き
、
修
学
旅
行
等

費
用
の
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
。

答
　
修
学
旅
行
費
の
保
護
者
平
均
負
担
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
旅
程
や
時
期
に
も
よ
る
が
、
近
年
は
物
価
高
騰
の
影
響

も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宿
泊
体
験
学
習
費
の
同

負
担
額
は
、
数
年
間
、
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
。
小
・

中
学
校
の
修
学
旅
行
等
費
用
の
無
償
化
は
、
市
の
財
政
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
、
子
育
て
支
援
策
全
体
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
女
性
ト
イ
レ
個
室
に
生
理
用
品
を

質
　
生
理
の
平
等
化
は
人
権
に
直
結
す
る
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
困
っ
て
い
る
女
性
は
多
数
い

る
。
個
人
で
な
く
社
会
の
問
題
と
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
と
同
様
に
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
設
置
す
べ
き
で
は
。

答
　
市
で
は
経
済
的
な
理
由
等
で
入
手
が
困
難
な
女
性
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
希
望
者
へ
無
償
で
の
配
布
等
を
行
っ

て
い
る
。
女
性
が
抱
え
る
生
理
に
伴
う
身
体
的
・
精
神
的
負

担
を
軽
減
し
、
働
き
や
す
い
職
場
や
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
す
上
で
必
要
で
あ
り
、
利
用
者
の
多
い
施

設
等
を
中
心
に
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
設
置
し
て
い
く
。

無
痛
分
娩
の
費
用
を
助
成
す
べ
き
で
は

質
　
出
産
経
験
者
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
約
６
割
が
無
痛
分

娩
を
希
望
し
て
い
た
。
実
際
に
利
用
し
た
人
は
日
本
が
13
・

８
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
82
％
、
ア
メ
リ
カ
は
73
％
で
先
進
国
は

50
％
を
超
え
て
い
る
。
助
成
す
べ
き
で
は
。

答
　
県
内
で
無
痛
分
娩
が
実
施
可
能
な
医
療
機
関
は
限
ら
れ

て
い
る
。
無
痛
分
娩
へ
の
費
用
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

国
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
産
後
に
お
け
る
妊
産
婦
等
の

支
援
策
等
に
関
す
る
検
討
会
の
中
で
、
安
全
で
質
の
高
い
無

痛
分
娩
の
提
供
体
制
の
確
保
や
、
無
痛
分
娩
を
希
望
す
る
妊

婦
に
対
す
る
経
済
的
支
援
等
に
関
し
て
議
論
が
行
わ
れ
て
お

り
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
入
学
児
童
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
無
償
配
付
を

質
　
小
学
１
年
生
の
背
負
う
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
す
ぎ
て
使
い

づ
ら
い
と
の
指
摘
が
多
い
。
八
峰
町
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
無

償
配
付
し
て
い
る
。
価
格
も
１
万
数
千
円
と
低
額
。
通
学
ス

タ
イ
ル
の
自
由
化
の
た
め
に
も
無
償
配
付
で
き
な
い
か
。

答
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
入
学
の
際
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
指

定
す
る
こ
と
は
な
く
、
家
庭
の
判
断
で
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
等
の

選
択
も
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
本
市
で
は
、
全
家
庭
に
入
学

祝
い
金
２
万
円
を
支
給
、
就
学
援
助
対
象
家
庭
に
新
入
学
用

品
費
３
万
２
１
５
０
円
を
補
助
し
て
お
り
、
新
入
学
児
童
へ

の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
無
償
配
付
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
、
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

希
望

青
松
・
公
明
党

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
）

鍋
谷

　
暁

渡
邊

正
人

畠
　
貞
一
郎

平
政
会

日
本
共
産
党

シ
リ
ウ
ス

藤
田

拓
翔

相
場
　
未
来
子

安
井

英
章


